
(57)【要約】

【課題】３次元画像において表面抽出と体積抽出を組み

合わせ、透過度をそれぞれ独立に設定可能とし、表面上

の細かい凹凸の情報と同時に、内部の臓器等の情報を容

易に見る。

【解決手段】超音波画像処理装置１は、体腔内に挿入さ

れ超音波を送受信する超音波プローブ（図示せず）から

の超音波画像データの入力処理を行う超音波画像入力部

２と、斜視画像を構築する斜視画像構築部３と、斜視画

像内での体腔内壁表面（組織部と管腔部の境界）を抽出

する表面抽出部４と、体積抽出及び表面抽出による３次

元画像を構築する３次元画像構築部５と、前記３次元画

像構築部４によって生成された３次元画像を読み体積抽

出及び表面抽出による３次元画像を合成する画像合成部

６と、画像合成部６で合成・生成された３次元画像等を

表示するモニタ７よりなる。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 体 腔 内 の 超 音 波 デ ー タ を 取 得 す る 超 音 波 デ ー タ 取 得 手 段 と 、
　 前 記 超 音 波 デ ー タ か ら 組 織 断 面 像 を 張 り 合 わ せ て 構 築 し た 斜 視 画 像 を 生 成 す る 斜 視 画 像
生 成 手 段 と 、
　 前 記 斜 視 画 像 の 断 面 及 び 前 記 体 腔 内 の 内 壁 を 抽 出 し ３ 次 元 画 像 を 構 築 す る ３ 次 元 画 像 構
築 手 段 と 、
　 を 備 え る 超 音 波 画 像 処 理 装 置 で あ っ て 、
　 被 観 察 部 位 に 係 る 所 定 の ３ 次 元 画 像 を 体 積 抽 出 に よ り 構 築 す る 体 積 抽 出 手 段 と 、 同 被 観
察 部 位 に 係 る 所 定 の ３ 次 元 画 像 を 表 面 抽 出 に よ り 構 築 す る 表 面 抽 出 手 段 と 、 を 備 え 、
　 前 記 体 積 抽 出 手 段 及 び 前 記 表 面 抽 出 手 段 に よ り 構 築 さ れ る ３ 次 元 画 像 に 基 づ い て 所 望 の
３ 次 元 画 像 を 得 る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 画 像 処 理 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 超 音 波 デ ー タ を 処 理 し ３ 次 元 画 像 を 構 築 す る 超 音 波 画 像 処 理 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 超 音 波 プ ロ ー ブ に よ り 体 腔 内 を 超 音 波 走 査 し て 、 そ の 周 辺 の 断 層 像 を 得 る 超 音 波 診 断 装
置 が 広 く 用 い ら れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 来 の 超 音 波 プ ロ ー ブ で は リ ニ ア 像 、 ラ ジ ア ル 像 が そ れ ぞ れ 独 立 に し か 得 ら れ な か っ た
が 、 近 年 、 例 え ば 特 開 昭 ６ ２ － ２ １ ９ ０ ７ ６ 号 公 報 あ る い は 特 開 昭 ６ ２ － １ ９ ４ ３ １ ０ 号
公 報 に 示 さ れ る よ う に 、 被 検 体 に で き て い る 腫 瘍 等 の 大 き さ を 把 握 で き る よ う に す る た め
に 、 ３ 次 元 的 に 走 査 す る も の も 提 案 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の よ う に ３ 次 元 的 に 走 査 す る も の で は 腫 瘍 等 の 大 き さ を 面 積 で 求 め る こ と が で き る と
共 に 、 そ の 体 積 を 計 測 す る こ と も 可 能 と な る 。 　
　 一 方 、 一 般 の パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ （ 以 下 、 パ ソ コ ン ） の 近 年 の 高 性 能 化 に よ り 、 パ
ソ コ ン に お い て も 複 雑 な 画 像 処 理 が 可 能 と な っ て い る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 特 開 昭 ６ ２ － ２ １ ９ ０ ７ ６ 号 公 報 で は 、 ３ 次 元 画 像 に お い て 、 表 面
抽 出 （ Ｓ ｕ ｒ ｆ ａ ｃ ｅ 　 Ｒ ｅ ｎ ｄ ｅ ｒ ｉ ｎ ｇ ） と 体 積 抽 出 （ Ｖ ｏ ｌ ｕ ｍ ｅ 　 Ｒ ｅ ｎ ｄ ｅ ｒ
ｉ ｎ ｇ ） の 透 過 度 が 独 立 し て 設 定 で き な い た め 、 表 面 の 細 か い 凹 凸 の 情 報 と 同 時 に 内 部 の
臓 器 等 の 情 報 が 容 易 に 見 ら れ な い と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 上 記 特 開 昭 ６ ２ － １ ９ ４ ３ １ ０ 号 公 報 で は 、 断 面 像 で は 臓 器 の 区 別 等 が 容 易 に な
る が 、 ３ 次 元 画 像 に お い て は 表 面 の 細 か い 凹 凸 情 報 と 同 時 に 、 内 部 に お け る 臓 器 等 の 情 報
を 容 易 に 見 ら れ な い と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 ３ 次 元 画 像 に お い て 表 面 抽 出 と 体 積
抽 出 を 組 み 合 わ せ 、 透 過 度 を そ れ ぞ れ 独 立 に 設 定 可 能 と し 、 表 面 上 の 細 か い 凹 凸 の 情 報 と
同 時 に 、 内 部 の 臓 器 等 の 情 報 を 容 易 に 見 る こ と の で き る 超 音 波 画 像 処 理 装 置 を 提 供 す る こ
と を 目 的 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 こ の 発 明 の 他 の 目 的 は 、 ３ 次 元 画 像 に 色 づ け を 行 う こ と に よ り 、 グ レ ー ス ケ ー ル
だ け で は 判 断 の 困 難 で あ っ た 表 面 上 の 細 か い 凹 凸 や 、 内 部 に お け る 臓 器 等 の 判 別 を 容 易 に
す る こ と の で き る 超 音 波 画 像 処 理 装 置 を 提 供 す る こ と で あ る 。
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【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 超 音 波 画 像 処 理 装 置 は 、 体 腔 内 の 超 音 波 デ ー タ を 取 得 す る 超 音 波 デ ー タ 取 得 手
段 と 、 前 記 超 音 波 デ ー タ か ら 組 織 断 面 像 を 張 り 合 わ せ て 構 築 し た 斜 視 画 像 を 生 成 す る 斜 視
画 像 生 成 手 段 と 、 前 記 斜 視 画 像 の 断 面 及 び 前 記 体 腔 内 の 内 壁 を 抽 出 し ３ 次 元 画 像 を 構 築 す
る ３ 次 元 画 像 構 築 手 段 と 、 を 備 え る 超 音 波 画 像 処 理 装 置 で あ っ て 、 被 観 察 部 位 に 係 る 所 定
の ３ 次 元 画 像 を 体 積 抽 出 に よ り 構 築 す る 体 積 抽 出 手 段 と 、 同 被 観 察 部 位 に 係 る 所 定 の ３ 次
元 画 像 を 表 面 抽 出 に よ り 構 築 す る 表 面 抽 出 手 段 と 、 を 備 え 、 前 記 体 積 抽 出 手 段 及 び 前 記 表
面 抽 出 手 段 に よ り 構 築 さ れ る ３ 次 元 画 像 に 基 づ い て 所 望 の ３ 次 元 画 像 を 得 る こ と を 特 徴 と
す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 ３ 次 元 画 像 に お い て 表 面 抽 出 と 体 積 抽 出 を 組 み 合 わ せ 、 透 過 度 を そ れ
ぞ れ 独 立 に 設 定 可 能 と し 、 表 面 上 の 細 か い 凹 凸 の 情 報 と 同 時 に 、 内 部 の 臓 器 等 の 情 報 を 容
易 に 見 る こ と が で き る と い う 効 果 が あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 超 音 波 画 像 処 理 装 置 で は 、 ３ 次 元 画 像 に 色 づ け を 行 う こ と に よ り 、 グ レ
ー ス ケ ー ル だ け で は 判 断 の 困 難 で あ っ た 表 面 上 の 細 か い 凹 凸 や 、 内 部 に お け る 臓 器 等 の 判
別 を 容 易 に す る こ と が で き る と い う 効 果 が あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
第 １ の 実 施 の 形 態 ：
　 図 １ な い し 図 １ ９ は 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 わ り 、 図 １ は 超 音 波 画 像 処 理 装 置 の 構 成 を 示
す 構 成 図 、 図 ２ は 図 １ の 超 音 波 画 像 処 理 装 置 の 処 理 の 流 れ を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト 、 図 ３ は
図 ２ の フ ロ ー チ ャ ー ト に お け る 検 索 ダ イ ア ロ グ を 説 明 す る 説 明 図 、 図 ４ は 図 ２ の フ ロ ー チ
ャ ー ト に お け る 読 み 出 し ダ イ ア ロ グ を 説 明 す る 説 明 図 、 図 ５ は 図 ２ の フ ロ ー チ ャ ー ト に お
け る ラ ジ ア ル 画 像 を 説 明 す る 説 明 図 、 図 ６ は 図 ２ の フ ロ ー チ ャ ー ト に お け る Ｄ Ｐ Ｒ 画 像 を
説 明 す る 説 明 図 、 図 ７ は 図 ２ の フ ロ ー チ ャ ー ト に お け る 画 像 の 回 転 処 理 を 説 明 す る 説 明 図
、 図 ８ は 図 ２ の フ ロ ー チ ャ ー ト に お け る 画 像 の 回 転 処 理 の 変 形 例 を 説 明 す る 説 明 図 、 図 ９
は 図 ２ の フ ロ ー チ ャ ー ト に お け る モ ー ド 選 択 ダ イ ア ロ グ を 説 明 す る 説 明 図 、 図 １ ０ は 図 ２
の フ ロ ー チ ャ ー ト に お け る ラ ジ ア ル 画 像 、 長 手 軸 断 面 画 像 及 び 組 織 断 面 像 が 断 面 に 張 り 付
け ら れ た 斜 視 画 像 の 同 時 表 示 を 示 す 図 、 図 １ １ は 図 ２ の フ ロ ー チ ャ ー ト に お け る ラ ジ ア ル
画 像 、 長 手 軸 断 面 画 像 及 び 組 織 断 面 像 が 断 面 に 張 り 付 け ら 体 腔 内 壁 部 分 に 表 面 抽 出 さ れ た
画 像 を 張 り 付 け た ３ 次 元 構 築 画 像 の 同 時 表 示 を 示 す 図 、 図 １ ２ は 図 ２ の フ ロ ー チ ャ ー ト に
お け る ア ニ メ ー ト 画 像 表 示 処 理 の 流 れ を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト 、 図 １ ３ は 図 １ ０ の 斜 視 画 像
を 説 明 す る 説 明 図 、 図 １ ４ は 図 １ １ の ３ 次 元 構 築 画 像 を 説 明 す る 説 明 図 、 図 １ ５ は 図 １ ４
の ３ 次 元 構 築 画 像 に お け る 体 腔 内 壁 表 面 の 抽 出 を 説 明 す る 説 明 図 、 図 １ ６ は 図 １ ４ の ３ 次
元 構 築 画 像 に お け る 体 腔 内 壁 表 面 の 抽 出 処 理 の 流 れ を 示 す 第 １ の フ ロ ー チ ャ ー ト 、 図 １ ７
は 図 １ ４ の ３ 次 元 構 築 画 像 に お け る 体 腔 内 壁 表 面 の 抽 出 処 理 の 流 れ を 示 す 第 ２ の フ ロ ー チ
ャ ー ト 、 図 １ ８ は 図 １ ４ の ３ 次 元 構 築 画 像 の 画 像 変 形 を 説 明 す る 第 １ の 説 明 図 、 図 １ ９ は
図 １ ４ の ３ 次 元 構 築 画 像 の 画 像 変 形 を 説 明 す る 第 ２ の 説 明 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
（ 構 成 ）
　 図 １ に 示 す よ う に 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 の 超 音 波 画 像 処 理 装 置 １ は 、 体 腔 内 に 挿
入 さ れ 超 音 波 を 送 受 信 す る 超 音 波 プ ロ ー ブ （ 図 示 せ ず ） か ら の 超 音 波 画 像 デ ー タ の 入 力 処
理 を 行 う 超 音 波 画 像 入 力 部 ２ と 、 斜 視 （ Ｏ ｂ ｌ ｉ ｑ ｕ ｅ ） 画 像 を 構 築 す る 斜 視 画 像 構 築 部
３ と 、 斜 視 画 像 内 で の 体 腔 内 壁 表 面 （ 組 織 部 と 管 腔 部 の 境 界 ） を 抽 出 す る 表 面 抽 出 部 ４ と
、 体 積 抽 出 （ Ｖ ｏ ｌ ｕ ｍ ｅ 　 Ｒ ｅ ｎ ｄ ｅ ｒ ｉ ｎ ｇ ） 及 び 表 面 抽 出 （ Ｓ ｕ ｒ ｆ ａ ｃ ｅ 　 Ｒ ｅ
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ｎ ｄ ｅ ｒ ｉ ｎ ｇ ） に よ る ３ 次 元 画 像 を 構 築 す る ３ 次 元 画 像 構 築 部 ５ と 、 前 記 ３ 次 元 画 像 構
築 部 ４ に よ っ て 生 成 さ れ た ３ 次 元 画 像 を 読 み 体 積 抽 出 及 び 表 面 抽 出 に よ る ３ 次 元 画 像 を 合
成 す る 画 像 合 成 部 ６ と 、 画 像 合 成 部 ６ で 合 成 ・ 生 成 さ れ た ３ 次 元 画 像 等 を 表 示 す る モ ニ タ
７ よ り な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 ３ 次 元 画 像 構 築 部 ５ は 、 体 積 抽 出 に よ り ３ 次 元 画 像 を 構 築 す る 体 積 抽 出 画 像 構 築
部 ５ ａ と 、 表 面 抽 出 に よ り ３ 次 元 画 像 を 構 築 す る 表 面 抽 出 画 像 構 築 部 ５ ｂ に よ り 構 成 さ れ
、 両 者 の 表 示 角 度 、 切 断 面 の 位 置 ・ 角 度 等 の パ ラ メ ー タ は パ ラ メ ー タ 保 持 メ モ リ ８ に よ り
保 持 さ れ る よ う に な っ て い る 。 な お 、 図 示 は し な い が 、 ３ 次 元 画 像 構 築 部 ５ は 構 築 し た ３
次 元 画 像 デ ー タ を 記 憶 す る メ モ リ を 有 し て お り 、 画 像 合 成 部 ６ は ３ 次 元 画 像 構 築 部 ５ の メ
モ リ に 記 憶 さ れ た ３ 次 元 画 像 デ ー タ を 読 み ３ 次 元 画 像 を 合 成 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
（ 作 用 ）
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 超 音 波 画 像 処 理 装 置 １ に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 超 音 波 画 像 処 理 装 置 １ で は 、 超 音 波 画 像 入 力 部 ２ に よ り 入 力 さ れ た 複 数 の 超 音 波 断 面 画
像 デ ー タ は 、 斜 視 画 像 構 築 部 ３ に よ り 斜 視 画 像 が 構 築 さ れ 、 さ ら に 表 面 抽 出 部 ４ に よ り 表
面 （ 組 織 部 と 管 腔 部 の 境 界 ） が 抽 出 さ れ る 。 そ し て 、 ３ 次 元 画 像 構 築 部 ５ の 体 積 抽 出 画 像
構 築 部 ５ ａ に よ り 体 積 抽 出 の ３ 次 元 画 像 が 構 築 さ れ 、 表 面 抽 出 画 像 構 築 部 ５ ｂ に よ り 表 面
抽 出 の ３ 次 元 画 像 が 構 築 さ れ る 。 ま た 、 表 示 角 度 座 標 、 切 断 面 の 位 置 ・ 角 度 座 標 等 の パ ラ
メ ー タ は 共 通 の パ ラ メ ー タ 保 持 メ モ リ ８ に よ り 保 持 ・ 更 新 さ れ 、 表 面 抽 出 画 像 構 築 部 ５ ａ
と 体 積 抽 出 画 像 構 築 部 ５ ｂ で 常 に 同 一 の パ ラ メ ー タ を 持 つ こ と が で き る 。 ま た 、 画 像 合 成
部 ６ に よ り 表 面 抽 出 画 像 ま た は 体 積 抽 出 画 像 が 読 み 出 さ れ 、 モ ニ タ ７ に 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 画 像 合 成 部 ６ で は 、 表 面 抽 出 と 体 積 抽 出 の 割 合 を 変 化 さ せ る こ と に よ り 切 換 の 効
果 も 含 ん で い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 詳 細 に は 、 超 音 波 画 像 処 理 装 置 １ の 電 源 が オ ン さ れ る と 、 所 定 の 初 期 処 理 の 後 、 図 ２ に
示 す よ う に 、 ス テ ッ プ Ｓ １ で 画 像 合 成 部 ６ が 図 ３ に 示 す よ う な 検 索 ダ イ ア ロ グ （ Ｒ ｅ ｔ ｒ
ｉ ｅ ｖ ｅ 　 Ｄ ｉ ａ ｌ ｏ ｇ ） １ ０ を モ ニ タ ７ に 表 示 す る 。 こ の 検 索 ダ イ ア ロ グ １ ０ は 、 フ ァ
イ ル 名 に よ る 検 索 を 行 う フ ァ イ ル 検 索 タ グ １ １ と 、 患 者 Ｉ Ｄ ， 患 者 名 ， 誕 生 日 ， 検 査 時 年
齢 及 び 性 別 等 の 患 者 情 報 に よ る 検 索 を 行 う 患 者 情 報 検 索 タ グ １ ２ と 、 フ リ ー ズ 日 ， フ リ ー
ズ 日 時 ， 病 院 名 ， 表 示 レ ン ジ ， ス ト ロ ー ク ， ピ ッ チ ， 周 波 数 ， ゲ イ ン ， コ ン ト ラ ス ト 及 び
画 質 レ ベ ル 等 の 検 査 情 報 に よ る 検 索 を 行 う 検 査 情 報 検 索 タ グ １ ３ と を 有 し て お り 、 種 々 の
情 報 で 画 像 を 検 索 す る こ と が 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の 検 索 ダ イ ア ロ グ １ ０ で 検 索 が 行 わ れ る と 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ （ 図 ２ 参 照 ） で 画 像 合 成 部
６ が 図 ４ に 示 す よ う な 読 み 出 し ダ イ ア ロ グ （ Ｌ ｏ ａ ｄ 　 Ｄ ｉ ａ ｌ ｏ ｇ ） １ ４ を モ ニ タ ７ に
表 示 す る 。 こ の 読 み 出 し ダ イ ア ロ グ １ ４ は 、 画 像 フ ァ イ ル 表 示 エ リ ア １ ５ ， 患 者 情 報 表 示
エ リ ア １ ６ 及 び プ レ ビ ュ ー 画 像 表 示 エ リ ア １ ７ と か ら な り 、 画 像 フ ァ イ ル 表 示 エ リ ア １ ５
に 表 示 さ れ る 複 数 の ３ 次 元 画 像 の デ ー タ フ ァ イ ル か ら 所 望 の デ ー タ フ ァ イ ル を 選 択 す る と
、 選 択 し た デ ー タ フ ァ イ ル に 関 す る 患 者 情 報 が 患 者 情 報 表 示 エ リ ア １ ６ に 表 示 さ れ る と 共
に 、 プ レ ビ ュ ー 画 像 表 示 エ リ ア １ ７ に 選 択 し た デ ー タ フ ァ イ ル の プ レ ビ ュ ー 画 像 が 表 示 さ
れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 そ し て 、 こ の 読 み 出 し ダ イ ア ロ グ １ ４ で 所 望 の デ ー タ フ ァ イ ル の ロ ー ド が 指 示 さ れ る と
、 ス テ ッ プ Ｓ ３ （ 図 ２ 参 照 ） で 所 望 の デ ー タ フ ァ イ ル の ロ ー ド を 開 始 し 、 画 像 合 成 部 ６ が
図 ５ に 示 す よ う な ラ ジ ア ル 画 像 ２ １ を モ ニ タ ７ に 表 示 す る 。 な お 、 ロ ー ド 中 は ラ ジ ア ル 画
像 ２ １ 上 に は 、 読 み 出 し 状 況 を 示 す プ ロ グ レ ス バ ー ２ ２ が 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
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　 デ ー タ フ ァ イ ル の ロ ー ド が 終 了 す る と 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ （ 図 ２ 参 照 ） で 画 像 合 成 部 ６ が 図
６ に 示 す よ う な ラ ジ ア ル 画 像 ２ ３ ａ と リ ニ ア 画 像 ２ ３ ｂ を 同 時 に 表 示 し た Ｄ Ｐ Ｒ （ Ｄ ｕ ａ
ｌ 　 Ｐ ｌ ａ ｎ ｅ 　 Ｒ ｅ ｃ ｏ ｎ ｓ ｔ ｒ ｕ ｃ ｔ ｉ ｏ ｎ ） 画 像 ２ ３ を モ ニ タ ７ に 表 示 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 つ ぎ に 、 画 像 合 成 部 ６ で は 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ （ 図 ２ 参 照 ） で 画 像 の 回 転 処 理 を 行 う 。 ス テ
ッ プ Ｓ ５ で の 画 像 の 回 転 処 理 は 、 具 体 的 に は 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 Ｄ Ｐ Ｒ 画 像 ２ ３ の リ ニ
ア 画 像 ２ ３ ｂ で 位 置 設 定 ラ イ ン ２ ４ を リ ニ ア に 移 動 さ せ 、 そ の 移 動 に 伴 っ て 位 置 設 定 ラ イ
ン ２ ４ が 指 定 す る 位 置 の ラ ジ ア ル 画 像 ２ ３ ａ を 順 次 連 続 的 に 変 化 さ せ る こ と で 、 ラ ジ ア ル
画 像 ２ ３ ａ 上 で 関 心 領 域 ２ ５ を 見 つ け る 。 そ の 後 、 ラ ジ ア ル 画 像 ２ ３ ａ で 角 度 設 定 ラ イ ン
２ ６ を ラ ジ ア ル 画 像 ２ ３ ａ を 中 心 に 回 転 さ せ 、 関 心 領 域 ２ ５ に 角 度 設 定 ラ イ ン ２ ６ を 重 ね
る こ と に よ り 、 関 心 領 域 ２ ５ が リ ニ ア 画 像 ２ ３ ｂ 上 に 表 示 さ せ る 。 こ れ ら の 処 理 に よ り 関
心 領 域 ２ ５ が Ｄ Ｐ Ｒ 画 像 ２ ３ の ラ ジ ア ル 画 像 ２ ３ ａ 及 び リ ニ ア 画 像 ２ ３ ｂ の 両 方 に 表 示 さ
れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 そ し て 、 ラ ジ ア ル 画 像 ２ ３ ａ と 角 度 設 定 ラ イ ン ２ ６ を 同 時 に 回 転 さ せ 、 関 心 領 域 ２ ５ を
６ 時 方 向 に 移 動 さ せ る と 共 に 、 角 度 設 定 ラ イ ン ２ ６ を 初 期 角 度 に 戻 す こ と が で き 、 Ｉ ｍ ａ
ｇ ｅ の 回 転 処 理 を 斜 視 画 像 （ 図 １ ０ 参 照 ） や ３ 次 元 構 築 画 像 （ 図 １ １ 参 照 ） に 反 映 さ せ る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 な お 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ で の 画 像 の 回 転 処 理 の 変 形 例 と し て は 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 Ｄ Ｐ Ｒ
画 像 ２ ３ の リ ニ ア 画 像 ２ ３ ｂ で 位 置 設 定 ラ イ ン ２ ４ を リ ニ ア に 移 動 さ せ 、 そ の 移 動 に 伴 っ
て 位 置 設 定 ラ イ ン ２ ４ が 指 定 す る 位 置 の ラ ジ ア ル 画 像 ２ ３ ａ を 順 次 連 続 的 に 変 化 さ せ る こ
と で 、 ラ ジ ア ル 画 像 ２ ３ ａ 上 で 関 心 領 域 ２ ５ を 見 つ け た 後 、 角 度 設 定 ラ イ ン ２ ６ は 固 定 し
ラ ジ ア ル 画 像 ２ ３ ａ を 回 転 さ せ 、 関 心 領 域 ２ ５ に 角 度 設 定 ラ イ ン ２ ６ を 重 ね る こ と に よ り
、 関 心 領 域 ２ ５ が リ ニ ア 画 像 ２ ３ ｂ 上 に 表 示 さ せ る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ５ の 処 理 が 終 わ る と 、 ス テ ッ プ Ｓ ６ で ラ ジ ア ル 画 像 、 長 手 軸 断 面 画 像 （ Ｌ ｏ
ｎ ｇ ｉ ｔ ｕ ｄ ｉ ｎ ａ ｌ 画 像 ： リ ニ ア 画 像 を 縦 表 示 し た 画 像 と 横 表 示 し た 画 像 と か ら な る 断
面 像 ） 及 び 組 織 断 面 像 （ Ｔ ｅ ｘ ｔ ｕ ｒ ｅ と も 呼 ば れ る ） が 断 面 に 張 り 付 け ら れ た 斜 視 画 像
か ら な る モ ー ド １ の 同 時 表 示 モ ー ド と 、 ラ ジ ア ル 画 像 、 長 手 軸 断 面 画 像 及 び 組 織 断 面 像 が
断 面 に 張 り 付 け ら れ 体 腔 内 壁 部 分 に 表 面 抽 出 さ れ た 画 像 を 張 り 付 け た ３ 次 元 構 築 画 像 か ら
な る モ ー ド ２ の 同 時 表 示 モ ー ド と を 、 図 ９ に 示 す モ ー ド 選 択 ダ イ ア ロ グ ３ ０ を 用 い て 選 択
す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 前 記 ３ 次 元 構 築 画 像 に お け る 表 面 抽 出 は 、 体 積 抽 出 ま た は 表 面 抽 出 と 体 積 抽 出 の
組 み 合 わ せ へ の 置 き 換 え が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 モ ー ド 選 択 ダ イ ア ロ グ ３ ０ で 「 斜 視 」 （ Ｏ ｂ ｌ ｉ ｑ ｕ ｅ ） が 選 択 さ れ る と 、 ス テ ッ プ Ｓ
７ で 画 像 合 成 部 ６ が モ ー ド １ の 図 １ ０ に 示 す よ う な ラ ジ ア ル 画 像 、 長 手 軸 断 面 画 像 及 び 組
織 断 面 像 が 断 面 に 張 り 付 け ら れ た 斜 視 画 像 を モ ニ タ ７ に 表 示 し て 、 ス テ ッ プ Ｓ ６ に 戻 り 処
理 を 繰 り 返 す 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 モ ー ド 選 択 ダ イ ア ロ グ ３ ０ で 「 抽 出 」 （ Ｒ ｅ ｎ ｄ ｅ ｒ ｉ ｎ ｇ ） が 選 択 さ れ る と 、 ス テ ッ
プ Ｓ ８ で 画 像 合 成 部 ６ が モ ー ド ２ の 図 １ １ に 示 す よ う な ラ ジ ア ル 画 像 、 長 手 軸 断 面 画 像 及
び 組 織 断 面 像 が 断 面 に 張 り 付 け ら 体 腔 内 壁 部 分 に 表 面 抽 出 さ れ た 画 像 を 張 り 付 け た ３ 次 元
構 築 画 像 を モ ニ タ ７ に 表 示 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 、 前 記 ３ 次 元 構 築 画 像 に お け る 表 面 抽 出 は 、 体 積 抽 出 ま た は 表 面 抽 出 と 体 積 抽 出 の
組 み 合 わ せ へ の 置 き 換 え が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
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　 そ し て 、 ス テ ッ プ Ｓ ９ で ３ 次 元 構 築 画 像 の ア ニ メ ー ト 画 像 表 示 処 理 を 行 い 、 ス テ ッ プ Ｓ
６ に 戻 り 処 理 を 繰 り 返 す 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ９ で の ３ 次 元 構 築 画 像 の ア ニ メ ー ト 画 像 表 示 処 理 は 、 複 数 の 連 続 し た 回 転 さ
せ た ３ 次 元 構 築 画 像 を 時 系 列 的 に 読 み 出 し 順 次 表 示 さ せ る こ と に な る が 、 こ の 複 数 の 連 続
し た 回 転 さ せ た ３ 次 元 構 築 画 像 は 、 以 下 の よ う に し て 算 出 さ れ て ３ 次 元 画 像 構 築 部 ５ の メ
モ リ に 記 憶 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 す な わ ち 、 図 １ ２ に 示 す よ う に 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ １ で 斜 視 画 像 構 築 ３ で の 斜 視 画 像 を 表 示
し 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ で 斜 視 画 像 の 表 示 断 面 と 視 野 角 を 変 更 し 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ３ で ３ 次 元 構
築 画 像 表 示 の 要 求 を 待 ち 、 ３ 次 元 構 築 画 像 表 示 の 要 求 が あ る と ス テ ッ プ Ｓ ２ ４ で ３ 次 元 構
築 画 像 を 作 成 す る と 共 に 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ で の 表 示 断 面 と 視 野 角 の パ ラ メ ー タ に 基 づ き ア
ニ メ ー ト 画 像 用 の パ ラ メ ー タ を 設 定 す る 。 そ し て 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ５ で ア ニ メ ー ト 画 像 用 の
パ ラ メ ー タ に 基 づ き 、 視 野 角 を 順 次 移 動 さ せ た 複 数 の ３ 次 元 構 築 画 像 か ら な る ア ニ メ ー ト
画 像 を 作 成 し ３ 次 元 画 像 構 築 部 ５ の メ モ リ に 記 憶 し 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ６ で ア ニ メ ー ト 画 像 を
時 系 列 的 に 読 み 出 し 順 次 表 示 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 つ ぎ に 、 図 １ ０ に 示 し た 組 織 断 面 像 が 断 面 に 張 り 付 け ら れ た 斜 視 画 像 及 び 図 １ １ に 示 し
た 組 織 断 面 像 が 断 面 に 張 り 付 け ら 体 腔 内 壁 部 分 に 表 面 抽 出 さ れ た 画 像 を 張 り 付 け た ３ 次 元
構 築 画 像 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 １ ３ に 示 す よ う に 、 組 織 断 面 像 が 断 面 に 張 り 付 け ら れ た 斜 視 画 像 ４ １ と は 、 斜 視 画 像
構 築 ３ で 構 築 さ れ た 斜 視 画 像 の 各 断 面 （ ａ 面 、 ｂ 面 、 ｃ 面 、 ｄ 面 、 ｅ 面 、 ｆ 面 ） に 体 積 抽
出 画 像 構 築 部 ５ ａ に よ り 得 ら れ た デ ー タ に 基 づ く 体 腔 内 組 織 の 層 構 造 を 示 す 組 織 断 面 像 ４
２ を 張 り 付 け た 画 像 で あ り 、 斜 視 画 像 構 築 ３ で 構 築 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 図 １ ４ に 示 す よ う に 、 組 織 断 面 像 が 断 面 に 張 り 付 け ら 体 腔 内 壁 部 分 に 表 面 抽 出 さ
れ た 画 像 を 張 り 付 け た ３ 次 元 構 築 画 像 ４ ３ と は 、 斜 視 画 像 構 築 ３ で 構 築 さ れ た 斜 視 画 像 の
各 断 面 （ ａ 面 、 ｂ 面 、 ｃ 面 、 ｄ 面 、 ｅ 面 、 ｆ 面 ） に 体 積 抽 出 画 像 構 築 部 ５ ａ に よ り 得 ら れ
た デ ー タ に 基 づ く 体 腔 内 組 織 の 層 構 造 を 示 す 組 織 断 面 像 ４ ２ を 張 り 付 け と 共 に 、 体 腔 内 壁
部 分 を 抽 出 し 、 抽 出 し た 体 腔 内 壁 部 分 に 表 面 抽 出 さ れ た 画 像 ４ ４ を 張 り 付 け た 画 像 で あ る
。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 体 腔 内 壁 部 分 の 抽 出 は 、 以 下 の よ う に 行 わ れ る 。 ま ず 、 図 １ ５ に 示 す よ う に 、 斜 視 画 像
を 積 層 さ れ た 複 数 の 面 Ｉ 1， Ｉ 2， … ， Ｉ nに 分 割 す る 。 そ し て 、 図 １ ６ に 示 す よ う に 、 ス
テ ッ プ Ｓ ３ １ で 面 Ｉ nに 小 領 域 を 設 定 す る 。 次 に ス テ ッ プ Ｓ ３ ２ で 視 線 通 過 面 （ Ｖ ｉ ｅ ｗ
　 Ｐ ｌ ａ ｎ ｅ ） の 位 置 （ Ｖ ｘ 、 Ｖ ｙ ） を Ｖ ｘ ＝ ０ ， Ｖ ｙ ＝ ０ に 設 定 す る 。 そ し て 、 ス テ ッ
プ Ｓ ３ ３ で 視 線 通 過 面 の 位 置 Ｖ ｘ 、 Ｖ ｙ か ら 面 Ｉ nの 小 領 域 に 光 線 を 進 行 さ せ 、 ベ ク ト ル
ｒ 0を 得 る （ 図 １ ５ 参 照 ） 。 こ こ で 、 光 線 と は 視 点 を 無 限 遠 に 遠 ざ け た 際 の 視 点 か ら の 光
線 で あ っ て 、 視 線 通 過 面 上 で は 平 行 光 線 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 次 に ス テ ッ プ Ｓ ３ ４ で 面 Ｉ nの 小 領 域 か ら さ ら に 光 線 を 進 行 さ せ 、 後 述 す る 所 定 処 理 に
よ り 体 腔 内 壁 を 検 出 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ３ ５ で Ｖ ｘ ＝ Ｖ ｘ ＋ １ と し 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ６ で Ｖ ｘ が 視 線 通 過 面 外 か ど う か
判 断 し 、 Ｖ ｘ が 視 線 通 過 面 ｅ 内 な ら ば ス テ ッ プ Ｓ ３ ３ に 戻 り 処 理 を 繰 り 返 し 、 Ｖ ｘ が 視 線
通 過 面 外 な ら ば ス テ ッ プ Ｓ ３ ７ で Ｖ ｘ ＝ ０ ， Ｖ ｙ ＝ Ｖ ｙ ＋ １ と し 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ８ で Ｖ ｙ
が 視 線 通 過 面 外 か ど う か 判 断 し 、 Ｖ ｙ が 視 線 通 過 面 内 な ら ば ス テ ッ プ Ｓ ３ ３ に 戻 り 処 理 を
繰 り 返 し 、 Ｖ ｙ が 視 線 通 過 面 外 な ら ば 処 理 を 終 了 す る 。 こ れ に よ り 視 線 通 過 面 上 の す べ て
の 位 置 で 光 線 に よ る 斜 視 画 像 に お け る 走 査 が 行 わ れ る 。
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【 ０ ０ ４ ０ 】
　 上 記 ス テ ッ プ Ｓ ３ ４ に お け る 所 定 処 理 に つ い て 説 明 す る 。 ま ず 、 ベ ク ト ル ｒ 0は 、 上 述
し た よ う に 、 視 線 通 過 面 の 位 置 （ Ｖ ｘ 、 Ｖ ｙ ） か ら 面 Ｉ nの 小 領 域 に 光 線 を 進 行 さ せ た 際
の 、 位 置 （ Ｖ ｘ 、 Ｖ ｙ ） か ら 光 線 が 到 達 し た 面 Ｉ nの 小 領 域 ま で の ベ ク ト ル を 示 す 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 次 に 、 視 線 通 過 面 の 位 置 （ Ｖ ｘ 、 Ｖ ｙ ） か ら 面 Ｉ nの 小 領 域 に 光 線 を 進 行 さ せ 、 さ ら に
、 面 Ｉ nの 小 領 域 か ら 光 線 を 次 の 層 の 面 Ｉ n-1に 到 達 さ せ た 際 の 、 位 置 （ Ｖ ｘ 、 Ｖ ｙ ） か ら
光 線 が 到 達 し た 面 Ｉ n-1の 小 領 域 ま で の ベ ク ト ル を 、 ベ ク ト ル ｒ cと 定 義 す る （ 図 １ ５ 参 照
） 。 す な わ ち 、 ベ ク ト ル ｒ cは ベ ク ト ル ｒ 0の 起 点 （ 位 置 （ Ｖ ｘ 、 Ｖ ｙ ） ） か ら 始 ま り 、 順
次 長 さ を 延 ば し 、 位 置 （ Ｖ ｘ 、 Ｖ ｙ ） か ら 光 線 が 到 達 し た 面 Ｉ 1の 小 領 域 ま で の ベ ク ト ル
に 変 化 す る ベ ク ト ル で あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ３ ４ の 所 定 処 理 で は 、 こ の ベ ク ト ル ｒ 0及 び ベ ク ト ル ｒ cを 用 い て 、 図 １ ７ に
示 す よ う に 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ １ で ｒ c＝ ｒ 0と し 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ ２ で こ の と き の ｒ cで の 関 数
Φ （ ｒ c） を 算 出 し Φ （ ｒ c） ＞ ０ か ど う か 判 定 す る 。 こ の 関 数 Φ （ ｒ c） は 、 積 層 デ ー タ
集 合 に お け る 近 隣 点 か ら 値 ０ ま た は １ の 単 一 の 数 へ の 関 数 で あ っ て 、 ｒ cに お け る デ ー タ
が ３ 次 元 画 像 構 築 に 寄 与 し て い る を 判 定 す る た め の 限 定 関 数 で あ る 。 つ ま り 、 ス テ ッ プ Ｓ
５ ２ で は ｒ cに お け る デ ー タ が 、 Φ （ ｒ c） ＝ ０ な ら ば ３ 次 元 画 像 構 築 に 寄 与 せ ず 、 Φ （ ｒ
c） ＝ １ （ ＞ ０ ） な ら ば ３ 次 元 画 像 構 築 に 寄 与 し て い る と 判 定 す る 。 例 え ば Φ （ ｒ c） は 、
ｒ cに お い て 光 線 沿 い に 前 の １ ０ 個 の 位 置 ま で の デ ー タ の 強 度 が 所 定 の し き い 値 以 下 で あ
れ ば ０ と す る よ う な 関 数 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 そ し て 、 Φ （ ｒ c） ＝ ０ で ｒ cに お け る デ ー タ が ３ 次 元 画 像 構 築 に 寄 与 し て い な い と 判 定
さ れ る と 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ ３ で ｒ cを 次 の 層 の 面 Ｉ kに 移 動 さ せ 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ ４ で ｒ cが 複
数 の 面 Ｉ 1， Ｉ 2， … ， Ｉ nか ら な る デ ー タ セ ッ ト の 境 界 内 に あ る か ど う か 判 定 し 、 ｒ cが デ
ー タ セ ッ ト の 境 界 内 に あ る 場 合 に は ス テ ッ プ Ｓ ５ ２ に 戻 り 処 理 を 繰 り 返 し 、 ｒ cが デ ー タ
セ ッ ト の 境 界 外 と な る と 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ ５ で 関 数 Π （ ｒ c） を ３ 次 元 構 築 画 像 に お け る 表
示 値 と し て 使 い 処 理 を 終 了 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 こ こ で 、 関 数 Π （ ｒ c） は 、 体 積 抽 出 に よ り 得 ら れ た デ ー タ を 与 え る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ５ ２ で Φ （ ｒ c） ＝ １ （ ＞ ０ ） な ら ば ３ 次 元 画 像 構 築 に 寄 与 し て い る と 判 定
す る と 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ ６ で ベ ク ト ル ｒ 0の 長 さ と ベ ク ト ル ｒ cの 長 さ と の 差 ||ｒ 0－ ｒ c||が
所 定 値 ε 未 満 か ど う か 判 定 し 、 差 ||ｒ 0－ ｒ c||が 所 定 値 ε 未 満 な ら ば ス テ ッ プ Ｓ ５ ５ に 進
み 、 差 ||ｒ 0－ ｒ c||が 所 定 値 ε 以 上 な ら ば 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ ７ で 関 数 Γ （ ｒ c） を ３ 次 元 構
築 画 像 に お け る 表 示 値 と し て 使 い 処 理 を 終 了 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 こ こ で 、 関 数 Γ （ ｒ c） は 、 表 面 抽 出 に よ り 得 ら れ た デ ー タ を 与 え る 。 例 え ば 関 数 Γ （
ｒ c） は 、 ｒ cの 終 点 の ６ 個 の 近 隣 点 で の ６ 近 隣 点 勾 配 照 明 陰 影 関 数 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 こ の よ う に 処 理 す る こ と に よ り 、 体 腔 内 壁 部 分 に は 表 面 抽 出 に よ る デ ー タ を 張 り 付 け 、
体 積 抽 出 に よ り 得 ら れ た デ ー タ を 張 り 付 け た ３ 次 元 構 築 画 像 を 得 る こ と が で き る の で 、 診
断 等 を 飛 躍 的 に 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 Φ （ ｒ c） を 用 い る と 共 に 、 ベ ク ト ル ｒ 0
の 長 さ と ベ ク ト ル ｒ cの 長 さ と の 差 ||ｒ 0－ ｒ c||を 判 定 す る こ と に よ り 体 腔 内 壁 を 抽 出 し
て い る の で 、 上 記 ３ 次 元 構 築 画 像 を 高 速 に 演 算 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 こ の よ う に 構 築 さ れ た ３ 次 元 構 築 画 像 ４ ３ は 、 図 １ ４ に 示 し た よ う に 、 体 腔 内 壁 表 面 は
表 面 抽 出 さ れ た 画 像 ４ ４ で 表 示 さ れ 、 内 部 に は 体 積 抽 出 に よ る 内 部 情 報 が 保 持 さ れ 、 断 面
に は 組 織 断 面 像 ４ ２ に よ り 表 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
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　 図 １ ８ に 示 す よ う に 、 ３ 次 元 構 築 画 像 ４ ３ の 各 断 面 （ ａ 面 、 ｂ 面 、 ｃ 面 、 ｄ 面 、 ｅ 面 、
ｆ 面 ） は 、 そ れ ぞ れ の 矢 印 方 向 に 進 退 可 能 で あ っ て 、 ａ 面 を 例 に 説 明 す る と 、 図 １ ９ に 示
す よ う に 、 図 示 し な い マ ウ ス 等 の ポ イ ン テ ィ ン グ デ バ イ ス を 使 用 し て 、 初 期 状 態 の ３ 次 元
構 築 画 像 ４ ３ か ら 表 面 抽 出 さ れ た 画 像 ４ ４ と 組 織 断 面 像 ４ ２ と か ら な る 内 部 に 体 積 抽 出 に
よ る 内 部 情 報 が 保 持 し た 凸 断 面 を 縮 め た ３ 次 元 構 築 画 像 ４ ３ ａ に 変 換 で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ま た 、 初 期 状 態 の ３ 次 元 構 築 画 像 ４ ３ か ら 表 面 抽 出 さ れ た 画 像 ４ ４ と 組 織 断 面 像 ４ ２ と
か ら な る 内 部 に 体 積 抽 出 に よ る 内 部 情 報 が 保 持 し た 凸 断 面 を 伸 し た ３ 次 元 構 築 画 像 ４ ３ ｂ
に 変 換 で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 さ ら に 、 初 期 状 態 の ３ 次 元 構 築 画 像 ４ ３ か ら 凸 断 面 に お い て 表 面 抽 出 さ れ た 画 像 ４ ４ は
そ の ま ま で 組 織 断 面 像 ４ ２ の み 縮 め た 内 部 に 体 積 抽 出 に よ る 内 部 情 報 が 保 持 し た ３ 次 元 構
築 画 像 ４ ３ ｃ に 変 換 で き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 さ ら に ま た 、 初 期 状 態 の ３ 次 元 構 築 画 像 ４ ３ か ら 内 部 に 体 積 抽 出 に よ る 内 部 情 報 が 保 持
し た 組 織 断 面 像 ４ ２ は そ の ま ま で 表 面 抽 出 さ れ た 画 像 ４ ４ の み 奥 方 向 に 伸 ば し た ３ 次 元 構
築 画 像 ４ ３ ｄ に 変 換 で き る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
（ 効 果 ）
　 こ の よ う に 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 体 積 抽 出 の メ リ ッ ト で あ る 内 部 情 報 の 保 持 と 、 表 面
抽 出 の メ リ ッ ト で あ る 表 面 上 の 細 か い 凹 凸 情 報 が 見 え る こ と と 、 断 面 は 組 織 断 面 像 ４ ２ に
よ り 分 解 能 が 向 上 す る と い う 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 ま た 、 変 換 画 像 で あ る ３ 次 元 構 築 画 像 ４ ３ ａ 、 ３ 次 元 構 築 画 像 ４ ３ ｂ の 様 に 切 断 面 の 変
更 が 自 由 に で き る と 共 に 、 ３ 次 元 構 築 画 像 ４ ３ ｃ の 様 に 表 面 抽 出 さ れ た 画 像 ４ ４ に よ り 表
面 の 状 態 を 保 持 し た ま ま 体 積 抽 出 に よ り 内 部 情 報 を 見 る こ と が で き 、 ３ 次 元 構 築 画 像 ４ ３
ｄ の 様 に 体 積 抽 出 に よ り 内 部 の 状 態 を 保 持 し た ま ま 表 面 抽 出 さ れ た 画 像 ４ ４ に よ り 細 か い
表 面 の 凹 凸 情 報 等 が 見 ら れ る と い う 効 果 が あ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
第 ２ の 実 施 の 形 態 ：
　 図 ２ ０ な い し 図 ２ ２ は 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 わ り 、 図 ２ ０ は 超 音 波 画 像 処 理 装 置 の 構 成
を 示 す 構 成 図 、 図 ２ １ は 図 ２ ０ の 超 音 波 画 像 処 理 装 置 の 作 用 を 説 明 す る 第 １ の 説 明 図 、 図
２ ２ は 図 ２ ０ の 超 音 波 画 像 処 理 装 置 の 作 用 を 説 明 す る 第 ２ の 説 明 図 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
（ 構 成 ）
　 第 ２ の 実 施 の 形 態 は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 と ほ と ん ど 同 じ で あ る の で 、 異 な る 点 の み 説 明
し 、 同 一 の 構 成 に は 同 じ 符 号 を つ け 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 図 ２ ０ に 示 す よ う に 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 ３ 次 元 画 像 構 築 部 ５ と 画 像 合 成 部 ６ と の 間 に
、 体 積 抽 出 の 透 過 度 を 設 定 す る 体 積 抽 出 透 過 度 設 定 部 ５ １ ａ と 表 面 抽 出 透 過 度 設 定 部 ５ １
ｂ と か ら な る 透 過 度 設 定 部 ５ １ が 設 け ら れ て お り 、 透 過 度 設 定 部 ５ １ に よ り 体 積 抽 出 と 表
面 抽 出 に お い て 別 々 の 透 過 度 が 設 定 で き る 様 に な っ て い る 。 そ の 他 の 構 成 は 第 １ の 実 施 の
形 態 と 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
（ 作 用 ）
　 本 実 施 の 形 態 で は 、 透 過 度 設 定 部 ５ １ に お い て 体 積 抽 出 透 過 度 設 定 部 ５ １ ａ で は 体 積 抽
出 の 透 過 度 が 設 定 さ れ 、 表 面 抽 出 透 過 度 設 定 部 ５ １ ｂ で は 表 面 抽 出 の 透 過 度 が 設 定 さ れ 、
画 像 合 成 部 ６ に よ り 表 面 抽 出 画 像 ま た は 体 積 抽 出 画 像 が 読 み 出 さ れ 、 モ ニ タ ７ に 表 示 さ れ
る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】

10

20

30

40

50

(8) JP 2004-318910 A 2004.11.11



　 モ ニ タ ７ に は 図 ２ １ に 示 す 様 に 、 体 腔 内 壁 表 面 は 表 面 抽 出 で 表 示 さ れ 、 内 部 は 体 積 抽 出
に よ り 内 部 情 報 が 保 持 さ れ 、 断 面 に は 組 織 断 面 像 が 貼 り 付 け ら て い る 。 ま た 、 表 面 抽 出 と
体 積 抽 出 の 透 過 度 を 設 定 す る こ と に よ り 体 積 抽 出 内 部 の 関 心 領 域 ５ ２ の 存 在 が 外 部 か ら 確
認 で き る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 上 記 を 真 横 か ら 見 た の が 図 ２ ２ で あ り 、 視 点 ５ ３ か ら 見 て 体 積 抽 出 さ れ た 画 像 ５ ４ の 中
の 関 心 領 域 ５ ２ は 、 表 面 抽 出 さ れ た 画 像 ４ ４ の 透 過 度 設 定 、 体 積 抽 出 さ れ た 画 像 ５ ４ の 透
過 度 設 定 に よ り 、 外 部 よ り 存 在 が 確 認 で き る 。 そ の 他 の 作 用 は 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 じ で
あ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
（ 効 果 ）
　 こ の よ う に 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 第 １ の 実 施 の 形 態 の 効 果 に 加 え 、 体 腔 内 壁 表 面 は 表
面 抽 出 さ れ た 画 像 ４ ４ に よ り 細 か い 表 面 の 凹 凸 情 報 等 ま で 観 察 で き る と 同 時 に 、 内 部 す な
わ ち 体 積 抽 出 さ れ た 画 像 ５ ４ は 体 積 抽 出 に よ り 内 部 情 報 が 保 持 さ れ 、 そ し て 表 面 抽 出 さ れ
た 画 像 ４ ４ と 体 積 抽 出 さ れ た 画 像 ５ ４ の 透 過 度 が 独 立 し て 設 定 で き る こ と に よ り 、 ３ 次 元
画 像 内 部 の 関 心 領 域 ５ ２ が 体 腔 内 壁 表 面 と 同 時 に 観 察 で き る と い う 効 果 が あ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
第 ３ の 実 施 の 形 態 ：
　 図 ２ ３ 及 び 図 ２ ４ は 第 ３ の 実 施 の 形 態 に 係 わ り 、 図 ２ ３ は 超 音 波 画 像 処 理 装 置 の 構 成 を
示 す 構 成 図 、 図 ２ ４ は 図 ２ ３ の 超 音 波 画 像 処 理 装 置 の 作 用 を 説 明 す る 説 明 図 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
（ 構 成 ）
　 第 ３ の 実 施 の 形 態 は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 と ほ と ん ど 同 じ で あ る の で 、 異 な る 点 の み 説 明
し 、 同 一 の 構 成 に は 同 じ 符 号 を つ け 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 図 ２ ３ に 示 す よ う に 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 ３ 次 元 画 像 構 築 部 ５ と 画 像 合 成 部 ６ と の 間 に
、 表 面 抽 出 の 大 き さ と 表 示 位 置 を 変 更 す る 表 面 抽 出 大 き さ （ 位 置 ） 変 更 モ ジ ュ ー ル ６ １ ａ
を 備 え た 大 き さ （ 位 置 ） 変 更 モ ジ ュ ー ル ６ １ が 設 け ら れ い る 。 そ の 他 の 構 成 は 第 １ の 実 施
の 形 態 と 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
（ 作 用 ）
　 本 実 施 の 形 態 で は 、 図 示 し な い マ ウ ス 等 の ポ イ ン テ ィ ン グ デ バ イ ス の 操 作 に よ り 、 図 ２
４ に 示 す よ う に 、 初 期 状 態 の ３ 次 元 構 築 画 像 ４ ３ か ら 、 表 面 抽 出 さ れ た 画 像 ４ ４ を 部 分 的
に 縮 小 し た 範 囲 で 貼 り 付 け た ３ 次 元 構 築 画 像 ４ ３ ｅ に 変 換 で き る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 ま た 、 ３ 次 元 構 築 画 像 ４ ３ ｅ か ら 、 表 面 抽 出 さ れ た 画 像 ４ ４ を 部 分 的 に よ り 縮 小 し た 範
囲 で 貼 り 付 け た ３ 次 元 構 築 画 像 ４ ３ ｆ に 変 換 で き る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 ま た 、 図 示 し な い マ ウ ス 等 ポ イ ン テ ィ ン グ デ バ イ ス の 操 作 に よ り 、 例 え ば ３ 次 元 構 築 画
像 ４ ３ ｆ の 部 分 的 に よ り 縮 小 し た 範 囲 の 表 面 抽 出 さ れ た 画 像 ４ ４ を 奥 の 方 に 移 動 さ せ た ３
次 元 構 築 画 像 ４ ３ ｇ に 変 換 で き 、 同 様 に 例 え ば ３ 次 元 構 築 画 像 ４ ３ ｆ の 部 分 的 に よ り 縮 小
し た 範 範 囲 の 表 面 抽 出 さ れ た 画 像 ４ ４ を 手 前 の 方 に 移 動 さ せ た ３ 次 元 構 築 画 像 ４ ３ ｈ に 変
換 で き る 。 そ の 他 の 作 用 は 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
（ 効 果 ）
　 こ の よ う に 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 第 １ の 実 施 の 形 態 の 効 果 に 加 え 、 表 面 抽 出 さ れ た 画
像 ４ ４ の 大 き さ 及 び ま た は 位 置 を 変 更 す る こ と に よ り 、 表 面 抽 出 に よ る 細 か い 表 面 の 凹 凸
情 報 等 ま で 観 察 で き る と 同 時 に 、 体 積 抽 出 に よ り 内 部 を 同 時 に 観 察 で き る と い う 効 果 が あ
る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
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第 ４ の 実 施 の 形 態 ：
　 図 ２ ５ な い し 図 ２ ７ は 第 ４ の 実 施 の 形 態 に 係 わ り 、 図 ２ ５ は 超 音 波 画 像 処 理 装 置 の 構 成
を 示 す 構 成 図 、 図 ２ ６ は 図 ２ ５ の 超 音 波 画 像 処 理 装 置 の 作 用 を 説 明 す る 第 １ の 説 明 図 、 図
２ ７ は 図 ２ ５ の 超 音 波 画 像 処 理 装 置 の 作 用 を 説 明 す る 第 ２ の 説 明 図 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
（ 構 成 ）
　 第 ４ の 実 施 の 形 態 は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 と ほ と ん ど 同 じ で あ る の で 、 異 な る 点 の み 説 明
し 、 同 一 の 構 成 に は 同 じ 符 号 を つ け 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 図 ２ ５ に 示 す よ う に 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 ３ 次 元 画 像 構 築 部 ５ と 画 像 合 成 部 ６ と の 間 に
、 表 面 抽 出 に 色 づ け 処 理 を 行 う 表 面 抽 出 色 づ け モ ジ ュ ー ル ７ １ ａ を 備 え た 色 づ け モ ジ ュ ー
ル ７ １ が 設 け ら れ い る 。 そ の 他 の 構 成 は 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
（ 作 用 ）
　 本 実 施 の 形 態 で は 、 図 示 し な い マ ウ ス 等 の ポ イ ン テ ィ ン グ デ バ イ ス の 操 作 に よ り 、 図 ２
６ に 示 す よ う に 、 色 パ レ ッ ト ７ ５ を 使 用 し て 表 面 抽 出 さ れ た 画 像 ４ ４ を は じ め と す る ３ 次
元 構 築 画 像 ４ ３ に 色 づ け 処 理 を 行 う 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 ま た 、 図 ２ ７ を 参 照 し て 、 図 示 し な い マ ウ ス 等 の ポ イ ン テ ィ ン グ デ バ イ ス を 使 用 し て 、
内 視 鏡 画 像 ７ ６ の 色 デ ー タ を 使 用 し て 表 面 抽 出 さ れ た 画 像 ４ ４ を は じ め と す る ３ 次 元 構 築
画 像 ４ ３ に 色 づ け 処 理 を 行 う 。 そ の 他 の 作 用 は 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
（ 効 果 ）
　 こ の よ う に 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 第 １ の 実 施 の 形 態 の 効 果 に 加 え 、 ３ 次 元 構 築 画 像 ４
３ に 色 づ け 処 理 を 行 う こ と に よ り 、 グ レ ー ス ケ ー ル で は 困 難 で あ っ た 臓 器 、 腫 瘍 等 の 判 別
が 容 易 に な り 、 さ ら に 色 デ ー タ と し て 内 視 鏡 画 像 の デ ー タ （ 超 音 波 検 査 を 行 う 際 、 使 用 し
た 内 視 鏡 の 画 像 デ ー タ ） を 使 用 す る こ と に よ り 、 よ り 現 実 昧 の あ る 画 像 が 提 供 で き る と い
う 効 果 が あ る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
［ 付 記 ］
（ 付 記 項 １ ） 　 体 腔 内 の 超 音 波 デ ー タ を 取 得 す る 超 音 波 デ ー タ 取 得 手 段 と 、
　 前 記 超 音 波 デ ー タ か ら 組 織 断 面 像 （ テ ク ス チ ャ ） を 張 り 合 わ せ て 構 築 し た 斜 視 画 像 を 生
成 す る 斜 視 画 像 生 成 手 段 と 、
　 前 記 斜 視 画 像 の 断 面 及 び 前 記 体 腔 内 の 内 壁 を 抽 出 し ３ 次 元 画 像 を 構 築 す る ３ 次 元 画 像 構
築 手 段 と
　 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 画 像 処 理 装 置 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
（ 付 記 項 ２ ） 　 前 記 ３ 次 元 画 像 構 築 手 段 は 、 前 記 断 面 の 位 置 及 び 視 野 角 を 任 意 に 変 更 し て
前 記 ３ 次 元 画 像 を 構 築 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 付 記 項 １ に 記 載 の 超 音 波 画 像 処 理 装 置 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
（ 付 記 項 ３ ） 　 前 記 ３ 次 元 画 像 構 築 手 段 は 、
　 体 積 抽 出 に よ り ３ 次 元 画 像 を 構 築 す る 体 積 抽 出 手 段 と 、
　 表 面 抽 出 に よ り ３ 次 元 画 像 を 構 築 す る 表 面 抽 出 手 段 と 、
　 前 記 体 積 抽 出 に よ る ３ 次 元 画 像 と 前 記 表 面 抽 出 に よ る ３ 次 元 画 像 と を 切 り 替 え 表 示 及 び
ま た は 同 時 表 示 を 行 う 表 示 手 段 と
　 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 付 記 項 １ に 記 載 の 超 音 波 画 像 処 理 装 置 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
（ 付 記 項 ４ ） 　 前 記 体 積 抽 出 手 段 及 び 前 記 表 面 抽 出 手 段 は 、 そ れ ぞ れ 独 立 に 前 記 ３ 次 元 画
像 の 等 価 度 を 設 定 可 能 で あ る
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　 こ と を 特 徴 と す る 付 記 項 ３ に 記 載 の 超 音 波 画 像 処 理 装 置 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
（ 付 記 項 ５ ） 　 前 記 表 面 抽 出 手 段 は 、  前 記 表 面 抽 出 に よ る ３ 次 元 画 像 の 大 き さ 位 置 を 設
定 可 能 で あ る
　 こ と を 特 徴 と す る 付 記 項 ３ に 記 載 の 超 音 波 画 像 処 理 装 置 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
（ 付 記 項 ６ ） 　 前 記 表 面 抽 出 手 段 は 、  前 記 ３ 次 元 画 像 に 色 パ レ ッ ト あ る い は 医 療 画 像 に
よ り 色 づ け 可 能 で あ る
　 こ と を 特 徴 と す る 付 記 項 ３ に 記 載 の 超 音 波 画 像 処 理 装 置 。
【 ０ ０ ８ １ 】
（ 付 記 項 ７ ） 　 前 記 体 積 抽 出 に よ る ３ 次 元 画 像 と 前 記 表 面 抽 出 に よ る ３ 次 元 画 像 と を 合 成
し て 表 示 す る 合 成 手 段 と
　 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 付 記 項 １ に 記 載 の 超 音 波 画 像 処 理 装 置 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
（ 付 記 項 ８ ） 　 前 記 体 積 抽 出 手 段 及 び 前 記 表 面 抽 出 手 段 は 、 そ れ ぞ れ 独 立 に 前 記 ３ 次 元 画
像 の 透 過 度 を 設 定 可 能 で あ る
　 こ と を 特 徴 と す る 付 記 項 ７ に 記 載 の 超 音 波 画 像 処 理 装 置 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
（ 付 記 項 ９ ） 　 前 記 表 面 抽 出 手 段 は 、  前 記 表 面 抽 出 に よ る ３ 次 元 画 像 の 大 き さ 位 置 を 設
定 可 能 で あ る
　 こ と を 特 徴 と す る 付 記 項 ７ に 記 載 の 超 音 波 画 像 処 理 装 置 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
（ 付 記 項 １ ０ ） 　 前 記 表 面 抽 出 手 段 は 、  前 記 ３ 次 元 画 像 に 色 パ レ ッ ト あ る い は 医 療 画 像
に よ り 色 づ け 可 能 で あ る
　 こ と を 特 徴 と す る 付 記 項 ７ に 記 載 の 超 音 波 画 像 処 理 装 置 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ８ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 超 音 波 画 像 処 理 装 置 の 構 成 を 示 す 構 成 図
【 図 ２ 】 図 １ の 超 音 波 画 像 処 理 装 置 の 処 理 の 流 れ を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト
【 図 ３ 】 図 ２ の フ ロ ー チ ャ ー ト に お け る 検 索 ダ イ ア ロ グ を 説 明 す る 説 明 図
【 図 ４ 】 図 ２ の フ ロ ー チ ャ ー ト に お け る 読 み 出 し ダ イ ア ロ グ を 説 明 す る 説 明 図
【 図 ５ 】 図 ２ の フ ロ ー チ ャ ー ト に お け る ラ ジ ア ル 画 像 を 説 明 す る 説 明 図
【 図 ６ 】 図 ２ の フ ロ ー チ ャ ー ト に お け る Ｄ Ｐ Ｒ 画 像 を 説 明 す る 説 明 図
【 図 ７ 】 図 ２ の フ ロ ー チ ャ ー ト に お け る 画 像 の 回 転 処 理 を 説 明 す る 説 明 図
【 図 ８ 】 図 ２ の フ ロ ー チ ャ ー ト に お け る 画 像 の 回 転 処 理 の 変 形 例 を 説 明 す る 説 明 図
【 図 ９ 】 図 ２ の フ ロ ー チ ャ ー ト に お け る モ ー ド 選 択 ダ イ ア ロ グ を 説 明 す る 説 明 図
【 図 １ ０ 】 図 ２ の フ ロ ー チ ャ ー ト に お け る ラ ジ ア ル 画 像 、 長 手 軸 断 面 画 像 及 び 組 織 断 面 像
が 断 面 に 張 り 付 け ら れ た 斜 視 画 像 の 同 時 表 示 を 示 す 図
【 図 １ １ 】 図 ２ の フ ロ ー チ ャ ー ト に お け る ラ ジ ア ル 画 像 、 長 手 軸 断 面 画 像 及 び 組 織 断 面 像
が 断 面 に 張 り 付 け ら 体 腔 内 壁 部 分 に 表 面 抽 出 さ れ た 画 像 を 張 り 付 け た ３ 次 元 構 築 画 像 の 同
時 表 示 を 示 す 図
【 図 １ ２ 】 図 ２ の フ ロ ー チ ャ ー ト に お け る ア ニ メ ー ト 画 像 表 示 処 理 の 流 れ を 示 す フ ロ ー チ
ャ ー ト
【 図 １ ３ 】 図 １ ０ の 斜 視 画 像 を 説 明 す る 説 明 図
【 図 １ ４ 】 図 １ １ の ３ 次 元 構 築 画 像 を 説 明 す る 説 明 図
【 図 １ ５ 】 図 １ ４ の ３ 次 元 構 築 画 像 に お け る 体 腔 内 壁 表 面 の 抽 出 を 説 明 す る 説 明 図
【 図 １ ６ 】 図 １ ４ の ３ 次 元 構 築 画 像 に お け る 体 腔 内 壁 表 面 の 抽 出 処 理 の 流 れ を 示 す 第 １ の
フ ロ ー チ ャ ー ト
【 図 １ ７ 】 図 １ ４ の ３ 次 元 構 築 画 像 に お け る 体 腔 内 壁 表 面 の 抽 出 処 理 の 流 れ を 示 す 第 ２ の
フ ロ ー チ ャ ー ト
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【 図 １ ８ 】 図 １ ４ の ３ 次 元 構 築 画 像 の 画 像 変 形 を 説 明 す る 第 １ の 説 明 図
【 図 １ ９ 】 図 １ ４ の ３ 次 元 構 築 画 像 の 画 像 変 形 を 説 明 す る 第 ２ の 説 明 図
【 図 ２ ０ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る 超 音 波 画 像 処 理 装 置 の 構 成 を 示 す 構 成 図
【 図 ２ １ 】 図 ２ ０ の 超 音 波 画 像 処 理 装 置 の 作 用 を 説 明 す る 第 １ の 説 明 図
【 図 ２ ２ 】 図 ２ ０ の 超 音 波 画 像 処 理 装 置 の 作 用 を 説 明 す る 第 ２ の 説 明 図
【 図 ２ ３ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 に 係 る 超 音 波 画 像 処 理 装 置 の 構 成 を 示 す 構 成 図
【 図 ２ ４ 】 図 ２ ３ の 超 音 波 画 像 処 理 装 置 の 作 用 を 説 明 す る 説 明 図
【 図 ２ ５ 】 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 の 形 態 に 係 る 超 音 波 画 像 処 理 装 置 の 構 成 を 示 す 構 成 図
【 図 ２ ６ 】 図 ２ ５ の 超 音 波 画 像 処 理 装 置 の 作 用 を 説 明 す る 第 １ の 説 明 図
【 図 ２ ７ 】 図 ２ ５ の 超 音 波 画 像 処 理 装 置 の 作 用 を 説 明 す る 第 ２ の 説 明 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ８ ６ 】
１ … 超 音 波 画 像 処 理 装 置
２ … 超 音 波 画 像 入 力 部
３ … 斜 視 画 像 構 築 部
４ … 表 面 抽 出 部
５ … ３ 次 元 画 像 構 築 部
５ ａ … 体 積 抽 出 画 像 構 築 部
５ ｂ … 表 面 抽 出 画 像 構 築 部
６ … 画 像 合 成 部
７ … モ ニ タ
８ … パ ラ メ ー タ 保 持 メ モ リ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 代 理 人 　 　 弁 理 士 　 　 伊 藤 　 進
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】
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【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】
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【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】

【 図 ２ ０ 】

【 図 ２ １ 】

【 図 ２ ２ 】
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【 図 ２ ３ 】 【 図 ２ ４ 】

【 図 ２ ５ 】

【 図 ２ ６ 】

【 図 ２ ７ 】
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的超声波图像数据的输入处理。 构造图像的透视图像构造单元3，表面
提取单元4，表面提取单元4提取透视图像中的体腔的内壁表面（组织部
分和内腔部分之间的边界），并通过体积提取和表面提取构造三维图
像。 三维图像构建单元5，图像合成单元6，该图像合成单元6读取三维
图像构建单元4生成的三维图像，并通过体积提取和表面提取以及图像合
成单元6的合成和生成来合成三维图像。 监视器7显示三维图像等。 [选
型图]图1
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